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笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

表紙写真：第25回京都府消防操法大会（小型ポンプ操法の部）
で優勝した南山城村消防団 　　　　　　　　　　　
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笠置町

桝 田 里 美

川 口　  　勇

𠮷 岡　　  枝

浜 野 好 子

森 岡　　  保

中　田　キヨ子

藤 田　　  清

窪 豊 子

増 地 セ ツ

松 田 成 實

藤 田 晃 弘

坂　本　こゑん

奥　　  カ ネ

石 川 朝 子

植 田　　  好

植 田 貞 雄

和束町

植 村　幸 哲

安 田　久 子

杉 本　愛 子

岡 田　道 子

池 尻　成 一

中 山　史 朗

坊　　　夛喜代

吉　田　たつへ

上 嶋　重 喜

堀　　　ときゑ

辻　　  倉 三

前 出　昭 雄

山 本　雪 枝

谷　　  文 子

藤 田　俊 榮

南山城村

中　窪　トシヱ

奧 谷　節 子

今　西　ヨシ子

小 南　重 良

中 川　　  博

小 南　美 子

仲 嶋　克 重

仲 　 　 　

今　井　智惠子

北 浦　多 子

森 本　清 子

（敬称略）

長寿 おめでとうございます

　９月 17日（月・祝）は長年にわたり社会に尽くしてこられた高齢者を敬愛し、長寿を祝う「敬老の日」です。
　相楽東部３町村では、住み慣れた地域で安心して自分らしい生活を続けられるように様々な高齢者福祉
サービスを実施しています。また、子どもたちとの世代間交流や高齢者同士の交流を通じて、生きがいづ
くりの充実を図るなど、これからも高齢者を応援します。

　相楽東部３町村では今年も多くの方が米寿をお迎えになられました。これからもますますお元気でお過
ごしいただくことを祈念いたします。

※どなたでもご来場いただけますので、ご近所お誘い合わせのうえご参加ください。

笠 置 町
和 束 町
南山城村

９月 15日（土）午後１時～
９月 22日（土）午前９時～
９月 8日（土）午後１時 30分～

笠置町産業振興会館
和束町社会福祉センター
南山城村文化会館 やまなみホール

奥　田　キク子

森 田　　  進

櫻 井　ス マ

田　口　トクヱ

濵 野　哲 男

東 山　一 枝

野 村　愛 子

仲　　  喜 代

廣 見　載 子

後 藤　定 子

小　陣　千代惠

伊　賀　ナツヱ

前 出　新 昭

小 山  　　強

三　木　ヒサヱ

西 田　  　榮

小 西　勝 之

奥　　  幸 枝

竹　谷　美智子

辻　　  君 子

稲 垣　篤 子

田 村　豊 子

北　　  良 子

柚　木　小千代

中 西　二 郎

敬老会行事
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詩歌や随筆多彩に
白栖老人クラブ寿会機関誌「しらす」が
� 40周年を迎えました
　和束町白栖地区の老人クラブ寿会が会員の投稿を集めて発刊している機関誌「しらす」が今年で第 40 号
を迎えました。
　機関誌「しらす」は会員の誌歌や随筆と多彩な内容で地域の楽しみの一つです。寿会の会員は 65 歳以上
の 50 人。
　この機関誌は昭和 54 年の創刊で、毎年欠かさず発刊されています。
　趣味の詩歌や川柳・随筆を投稿する事を楽しみにしている会員もいます。
　40 周年記念号には 23 人の執筆がありました。

【第 40号の執筆内容】
　◇大切に飼っている猫が帰ってこなくて心配されている様子
　◇万歩計で健康管理されて自身を案じる人
　◇趣味で草木染をしている人
　◇ゴーヤの料理のレシピを紹介する人 等
　身辺の出来事を記した随筆が多く、いろいろな想いや率直な気持ちを書き、
読まれることで頭の健康や地域の交流する雰囲気づくりに役立ちます。

白栖区老人クラブ寿会会長　西田英司さんにインタビュー
� （インタビュー場所：和束町役場）

Ｑ機関誌が始まったきっかけは
Ａ�文書好きな方が記録や思い出を残して、開いて見たときに元気を取り戻し

あの時こういうことがあったと思い出してもらえたらという想いから始ま
りました。
Ｑ機関誌を始めてよかったことは
Ａ�知って欲しいことを１冊の本に残すことができ、誰かが見たときに「私も

がんばろう。こんないいことがあった。」と励みになります。
Ｑ機関誌を始めて苦労したことは
Ａ�機関誌をつくったことが無い人が集まって、真似したり見習って試行錯誤して１冊をつくります。記

事が少ない時は心配もありますが、会員は協力的にしてくれます。
Ｑこれからの機関誌について今後の想いは
Ａ�広報紙「れんけい」に掲載されたことで、こういうものがあると会員以外の方や白栖区以外のみなさ

んにも知ってもらって、このような機関誌の発刊を始めて交流の機
会として広まり盛んになれば幸いです。

　最後に、地域のみなさんのお考えや想いは多種多様で、その時々の
出来事が文章に託されて後々になって振り返り「しらす」を読んだ時
に懐かしく思えて走馬灯のごとくよみがえりしのぶことができ、大変
に意味深いものと思えます。また、今後もなお一層この和束町のロー
カル性豊かな特色を活かして人々の想いが後世に受け継がれますこと
を祈念します。

40周年記念号

これまでに発刊された全40号

ピックアップ



4

　８月 16 日（木）に笠置灯ろう流しとゆかたまつりが開かれました。灯ろう流しは、木津川で過去に水難
事故等で多くの人が亡くなられたことから、遺族の方々の気持ちを思い、水難の犠牲者を偲ぶために、昭和
35 年頃から毎年おこなわれています。数百基の灯ろうが、笠置大橋上流から、たくさんの方に見送られな
がら木津川をゆっくりと下っていきました。
　ゆかたまつりは、いこいの館ゲートボール場内で出店やカラオケ大会、また「笠置音頭」を皆で踊り、大
変盛り上がりました。

ゆかた祭りの様子

　７月 30 日（月）・31 日（火）、笠置町の豊富な資源を活用した本物のアウトドアによる地域の活性化を目
指し、アウトドアの基礎知識を養うために笠置町役場・株式会社エイアンドエフ・株式会社 JTB 等と協同で、

「石の国笠置～大人の林間学校～」をおこないました。
　初日は参加者で４～５名の班にわかれてテントを張り、河川敷に流れついた石や木材等で、石釜と風よけ
を作り、マッチ棒や着火剤を使わずに火を起こし、調理や夜間の明かりを灯しました。
　日中は厳しい暑さの中、熱中症に注意しての作業となりましたが、夜は満点の星空のもと河川敷にはさわ
やかな風が吹きこみ、みんなで焚火を囲みながら親睦を深めました。
　翌日は笠置山トレッキング、木津川での SUP（スタンドアップパドルボード）演習等、実際に笠置町の
豊富な自然資源を用いたアクティビティ演習をおこないました。
　SUP 演習は川遊びの新たな提案として、木津川にボードを浮かべて、基本的な乗り方や数人で力をあわ
せてのレクリエーション等も交えて、楽しくおこないました。

石の国笠置～大人の林間学校～

SUP講習の様子

笠置灯ろう流し＆ゆかたまつり

笠置町

笠置町

みんなで協力して昼食作り

灯ろう流しの様子
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　京都サンガ F.C.U-15 の中学生が、８月５日（日）
から２泊３日で木野怜子さん宅（今山）での農作業
と田舎ぐらしを体験しました。農業の大切さと地域
の魅力を知ってもらい農村の活性化を図るため毎年
京都府がおこなっており、参加者は農作業や見知ら
ぬ農家での生活を通じて社会の楽しさと厳しさを体
験できます。今回は
京都市等から４人
が参加。茶畑の草引
き作業を体験し「普
段飲んでいるお茶
を作るためのしん
どさがわかった。」
と話していました。

　村内の製茶工場からご好意でいただいたお茶
（130 ｋｇ）を、８月 10 日（金）に 14 ヶ所の福祉
施設にお届けしました。村を離れ施設で暮らしてい
る方に村のお茶を飲んでもらおうと、毎年特別養護
老人ホーム等に届けており、各施設からは「お茶が
届くのを毎年楽しみにしています」との声が多く聞
かれました。
　
■ 寄贈をいただいた製

茶工場　　　　
・グリーンティー高尾
・コーカ共同製茶
・田山南部共同製茶工場
　　　　　　　　
■焙じ加工
　 京都やましろ農協　

南山城村支店

　８月８日（水）、和束町社会福祉センターで、茶農家経営の可能性を討論で探るシンポジウムが開かれま
した。
　午前は元ローソン・ジャパン社長で内閣官房地域活性化伝道師の都築冨士男さんが茶農家経営について講
演され、その後に「茶産業をとりまく状況と今後の可能性」をテーマにパネルディスカッションがおこなわ
れました。
　午後は和束中学校の生徒が茶会を開き、近隣府県から参加した中学生やサミット参加者にお茶を振る舞い
ました。
　今回のサミットを通して、
茶農家のみなさんには改め
て農家としてのこれからを
考える機会になり、中学生に
ついては郷土愛を育むとと
もに、お茶の郷 ｢茶源郷 和
束｣ の魅力を伝える貴重な機
会になりました。

お茶サミット2018in�WAZUKA開催

パネルディスカッションの様子お茶を振る舞う和束中学校の生徒たち

和束町

福祉施設にお茶の寄贈

利用者の方に直接お茶を手渡しました
（加茂の里）茶畑で草引きをする様子

京都サンガの中学生農作業体験 南山城村

　８月２日（木）～７日（火）までの日程で、和束町と「連携・協働に関する基本協定」を締結している早
稲田大学大学院の学生が ｢京都講座｣ のため和束町に来られました。
　同講座は今年で 10 周年を迎え、５日（日）には早稲田大学名誉教授である北川正恭さんや前京都府知事
の山田啓二さんらによる講演・パネルディスカッションがおこなわれました。
　学生たちは２班に分かれて町内での意見交換会や
フィールドワークを通してまちの現状や課題を探り、
最終日には地域活性化に向けた政策提案発表会が開か
れました。
　Ａ班は「茶源郷伝道師プロジェクト」と題して町民
や和束ファンによる町の魅力発信、Ｂ班は「私が株式
会社湯船の社長だったら」と題して湯船森林公園をド
ローン訓練場として活用する案などを提案されました。 政策提案発表後の記念撮影

早稲田大学大学院の学生が政策提案されました 和束町
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人権啓発活動
　京都府では、毎年 8 月を「人権強調月間」と定め、差別や人権問題をなくすため各種啓発活動をおこなっ

ています。

　笠置町では８月８日（水）午前７時から、ＪＲ笠置駅前にて街頭啓発をおこないました。通勤の方や、

ＪＲ利用者の送迎に来られた方などに、啓発物品を配りながら人権の大切さを呼びかけました。

　和束町では、７月 27 日（金）午前 7 時 30 分から白栖橋交差点付近で、街頭啓発をおこないました。

通勤途中のドライバーや、散歩中の方などに啓発物品を配り、人権の大切さを呼びかけました。

　南山城村では、８月３日（金）にやまなみホールで人権教育研修会を開きました。「人権・同和問題の

解決をめざして」をテーマに講師をお招きし講演・啓発をおこないました。

JR笠置駅前での啓発活動 和束町白栖橋交差点付近で街頭啓発 南山城村（人権教育研修会）での啓発

祝�優勝�第25回京都府消防操法大会
　８月５日（日）、京都府立丹波自然運動公園でおこなわれた第 25 回京都府消防操法大会において、南山城

村消防団代表として出場した第２分団第１部・２部チーム（田山）が見事優勝に輝きました。

　昨年秋の村の大会で優勝し、半年間さらに訓練を重ねて出場した京都府大会で悲願の初優勝。

　指揮者の和田さんは「南山城村消防団に永年積み重ねられてきた伝統と努力が実を結び、結果を出せたこ

とに満足しています。全国大会も頑張ります。」と喜びを語ってくれました。

　また、８月 17 日（金）に南山城村役場でおこなわれた優勝報告会では、消防団から村長に対し優勝の報

告と全国大会に向けた決意表明をされました。

　チームは、10 月 19 日（金）に富山県広域消防防災センターでおこなわれる第 26 回全国消防操法大会に

京都府代表として出場されます。

優勝した選手のみなさんは次の方々です。

　指揮者　和田武志

　１番員　尾崎史明

　２番員　山田一貴

　３番員　関口翔平

　　　　　　　　　　　（敬称略）
優勝報告会で全国大会に向けた決意を表明されました

南山城村

３町村



7
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ク
タ
ー
笠
や
ん

　

中
西
巖

　

笠
置
歯
科
口
腔
外
科
診
療
所

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
店
都
ら
い
ぶ
カ
サ
ギ

　

自
遊
宿
料
理
旅
館
松
本
亭

　

株
式
会
社
か
さ
ぎ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　

有
限
会
社
フ
ジ
タ
カ
ヌ
ー

　

な
か
さ
だ

　

有
限
会
社
井
上
機
械
店

　

株
式
会
社
谷
川
石
油

　

中
嶋
食
品

　

久
保
田
呉
服
店

　

西
村
モ
ー
タ
ー
ス

　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
大
扇

　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ

　

株
式
会
社
仲
川
組

　

西
村
建
設

　

浅
川
建
設

　

有
限
会
社
協
和
グ
リ
ー
ン

　

笠
置
Ｂ
Ｂ
Ｑ　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ　

Ｍ
５

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
!!

　

株
式
会
社
山
本
組

　

中
西
電
機
株
式
会
社

　

湯
川
俊
彦
中
小
企
業
診
断
士
事
務
所

秋
山
達
税
理
士
事
務
所

髙
村
智
税
理
士
事
務
所

京
都
銀
行
木
津
支
店

南
都
銀
行
加
茂
支
店

京
都
中
央
信
用
金
庫
加
茂
町
支
店

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
南
山
城
村
支
店

京
都
信
用
金
庫
田
辺
支
店

笠
置
郵
便
局

阪
井
敏
夫

川
上
徹

中
西
康
博

加
納
住
建

少
林
寺
拳
法
自
治
体
振
興
会
五
段
大
拳
士　

青
柳
孫
右
衛
門

華
道
五
明
流
副
家
元
補
佐　

青
柳
孫
右
衛
門

滝
口
商
店

き
よ
み
美
容
室

サ
ザ
ナ
ミ
美
容
室

Ｂ
・
Ｂ
イ
ナ
バ

笠
置
町
民
有
志
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　夏休み初日の 7 月 21 日（土）、第 36 回笠置「ちびっこ」まつりが笠置会館周辺で開かれました。
　開会式の後、午前は児童館内でライトセーバー、キュービックパズル、スノードームなどの工作をおこな
い、その後笠置会館内で京都教育大学幼児教育科の教授と生徒による、歌とお話しの会を鑑賞しました。
　昼食のカレーを食
べ、午後からは横川
で魚つかみと金魚す
くいをおこないまし
た。最後は恒例の鮎
の塩焼きをみんなで
いただきました。
　暑い日差しの中、子
どもたちは元気いっ
ぱい楽しんでいまし
た。

第36回笠置「ちびっこ」まつり

平成30年度連合夏季交流会�−ともだちいっぱい！なかよくなろう−

和束中学校�３年�井上堅斗君�全国大会優勝報告

　７月 26 日（木）、障がいを正しく理解し、共に楽しく過ごす交流の場として、10 回目となる「れんごう
夏季交流会」が開かれ、約 70 人の小 ･ 中学生が南山城小学校に集まりました。
　学校紹介では自分たちの学校の特徴や自慢できるところを発表し合い、お互いの学校生活の様子などを知
ることができました。
　その後、４つの班に分かれて、一人ひとりが自己紹介をした後さまざまなゲームを楽しみ、子どもたちは
大いに盛りあがりました。
　終わりの集いでは感想を出し
合い、班の代表者がまとめて意
見交流をおこないました。
　こまめな水分補給もあり、無
事に終えることができました。
いつもと違った友達と交流を深
めることができ、楽しいひとと
きを過ごしました。

　８月 20 日（月）に平成 30 年度全国中学校体育大会・第 45 回全日本中学校陸上競技選手権が岡山県アリー

ナ岡山で開かれました。和束中学校３年生、井上堅斗君が男子砲丸投で 15 ｍ 11cm を記録し、全国優勝を

果たしました。今まで練習や大会等でも、15

ｍの壁を超えることがありませんでしたが、全

国大会の大舞台で自己記録を大幅に上回る大投

擲になりました。

　８月 21 日（火）に和束町役場と相楽東部広

域連合教育委員会を訪れ、堀町長と西本教育長

に報告をしました。堀町長からは「私たち町民

に元気を与えてくれる快挙ですね。」という賛

辞が贈られました。
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
42
　「
笑
門
来
福（
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
）」

　

題
目
の
格
言
は
誰
も
が
ご
存
知
で

し
ょ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
ア

ラ
ン
は
「
幸
福
だ
か
ら
笑
う
の
で
は

な
い
、
笑
う
か
ら
幸
福
な
の
だ
。」
と

表
現
し
ま
し
た
。「
笑
い
」
が
心
身
に

及
ぼ
す
効
用
を
経
験
的
に
実
感
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

関
西
で
は
「
お
笑
い
文
化
」
が
盛

ん
で
、
漫
才
師
で
な
く
て
も
日
常
会

話
で
「
ボ
ケ
」
と
「
ツ
ッ
コ
ミ
」
が

で
き
る
息
の
合
っ
た
人
間
関
係
が
面

白
が
ら
れ
、「
笑
い
」
が
大
切
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
笑
い
」
と
い
う

も
の
は
、
笑
い
声
を
発
す
る
種
は
限

ら
れ
る
も
の
の
、
人
間
の
み
な
ら
ず

類
人
猿
（
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
・
ゴ
リ
ラ
・

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
）
に
も
み
ら

れ
る
現
象
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
笑
い
」
の
効
用
を
示
す
事
例
と

し
て
、「
笑
い
療
法
の
父
」
と
言
わ

れ
る
ノ
ー
マ
ン
・
カ
ズ
ン
ズ
氏
は

１
９
６
４
年
に
強
直
性
脊
椎
炎
と
い

う
膠
原
病
に
な
り
ま
し
た
が
、
喜
劇

映
画
を
見
て
毎
日
10
分
間
は
声
を
出

し
て
大
笑
い
し
た
と
こ
ろ
そ
の
後
は

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１

週
間
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
の

症
状
や
検
査
値
が
改
善
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
平

成
４
年
に
19
人
の
が
ん
や
心
臓
病
の

人
が
大
阪
の
な
ん
ば
花
月
で
吉
本
新

喜
劇
を
３
時
間
見
て
大
笑
い
す
る
と
、

免
疫
能
が
活
性
化
し
た
（
ガ
ン
細
胞

を
攻
撃
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細

胞
の
元
気
度
が
向
上
し
た
）
と
い
う

実
験
結
果
が
有
名
で
す
。「
笑
い
」
に

よ
る
こ
れ
ら
の
免
疫
機
能
が
改
善
す

る
例
の
他
に
、
交
感
神
経
（
ス
ト

レ
ス
の
原
因
に
な
る
）
と
副
交
感
神

経
（
ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
る
）
の

バ
ラ
ン
ス
の
状
態
が
代
わ
り
副
交
感

神
経
が
勝
っ
た
状
態
に
な
る
、
遺
伝

子
レ
ベ
ル
で
糖
尿
病
の
治
療
に
有
効

で
あ
っ
た
、
血
行
促
進
や
脳
の
活
性

化
に
も
役
立
っ
た
、
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
妊
婦
が
笑
う
と
胎

児
も
元
気
に
な
る
（
た
だ
し
早
産
の

人
で
は
大
爆
笑
よ
り
穏
や
か
な
笑
い

が
推
奨
さ
れ
る
）、
母
親
が
笑
う
と

乳
児
も
笑
う
時
期
が
早
く
発
育
が
良

好
な
傾
向
が
あ
り
、
た
と
え
母
親
の

作
り
笑
い
で
あ
っ
て
も
似
た
現
象
が

認
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
辛
く
て
も

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
一
方
、
ピ
エ
ロ
の
恰
好

を
し
て
入
院
生
活
を
送
る
子
ど
も
の

病
室
を
訪
問
し
、
遊
び
や
会
話
に
よ

る
交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
笑
顔
を
引
き
出
す
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ

ン
（「
臨
床
道
化
師
」 

な
ど
と
訳
さ
れ

て
い
ま
す
）
と
い
う
活
動
も
一
部
で

試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

年
配
の
方
々
に
も
格
言
が
あ
り
ま

す
。
人
生
の
佳
境
を
迎
え
た
方
に
は
、

「
泣
い
て
暮
ら
す
も
一
生
、
笑
っ
て
暮

ら
す
も
一
生
」、
も
う
十
分
に
生
き
た

の
で
い
つ
お
迎
え
が
来
て
も
よ
い
と

い
う
方
に
は
、「
泣
い
て
生
ま
れ
て
、

笑
っ
て
逝
こ
う
」。
辛
く
っ
て
も
宇
宙

か
ら
見
れ
ば
小
さ
な
こ
と
、
１
日
１

回
は
笑
い
ま
し
ょ
う
。

 

木
津
川
市　

山
口
医
院　
　
　

山
口
泰
司

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30 分～

午後０時30 分
診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
平成30年10月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
10 月 7 日（日） 内科・小児科
10 月 8 日（月・祝） 内科
10 月 14 日（日） 内科
10 月 21 日（日） 内科
10 月 28 日（日） 内科・小児科
※ ９月分については広報れんけい８月号をご覧く

ださい。

問合せ　相楽休日応急診療所(相楽会館内)
　　　　☎0774・73・9988（直通）

南
山
城
村
献
血
推
進
協
議
会

視
察
研
修
会
の
ご
案
内

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　

献
血
推
進
協
議
会
で
は
、
献
血
に
対
す
る
知
識
や
見
識
を
深

め
、
今
後
の
南
山
城
村
に
お
け
る
献
血
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
の
視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
６
日
（
火
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

行
き
先　

三
重
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

松
阪
農
業
公
園
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
等

　
　
　
　

 （
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
の
駐
車
場
か
ら
、
村
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
乗
っ
て
行
き
ま
す
。）

参
加
対
象
者　

南
山
城
村
在
住
者

参
加
費　

一
人
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
）

定　

員　

 

先
着
10
人
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

締　

切　

10
月
５
日
（
金
）　

問
合
せ
・
申
込
み　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４
（
直
通
）

　

日
赤
活
動
資
金
に
は
、
各
地
区
・
自
治
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ご
家
庭
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の
募
金
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
で
集
約

さ
れ
、
災
害
救
護
事
業
や
救
急
法
の
講
習
普
及
な
ど
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も
、
災
害
時
用
備
品
等
の
購
入
を
お

こ
な
う
予
定
で
す
。

日　

時　

９
月
４
日
（
火
）・
10
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
又
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

 

実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
左
記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ･
申
込
み

　
　
　
　

京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階

　
　
　
　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

日
赤
活
動
資
金
に
４
２
７
，
８
０
５
円

�

（
南
山
城
村
）

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
連
携
事
業

伊
賀
市･

笠
置
町･

南
山
城
村

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制
で
お
応
え

し
ま
す
。

※
通
話
料
・
相
談
料
は
無
料
で
す
。

◇ 

電
話
が
つ
な
が
り
ま
し
た
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お

名
前
・
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
内
容
に
応

じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
伊
賀
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ま
が
無
料
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
で
ご

相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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第
25
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会

　

８
月
５
日
（
日
）、
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園
で

第
25
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
が
開
か
れ
、
笠
置
町
消
防

団
・
和
束
町
消
防
団
・
南
山
城
村
消
防
団
が
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
消
防
団
員
さ
ん
に
つ
い
て
は
日
々

練
習
を
重
ね
、
南
山
城
村
消
防
団
は
優
勝
を
飾
り
、
笠
置

町
消
防
団
は
８
位
、
和
束
町
消
防
団
は
奨
励
賞
を
受
賞
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
笠
置
町
消
防
団
出
場
団
員
】　
【
和
束
町
消
防
団
出
場
団
員
】

　

指
揮
者　

坂
口
司　
　
　
　
　

指
揮
者　

竹
谷
泰
仁

　

１
番
員　

坂
口
歩
志　
　
　
　

１
番
員　

竹
谷
俊
亮

　

２
番
員　

小
林
慶
雅　
　
　
　

２
番
員　

森
脇
健
次

　

３
番
員　

川
㟢
隆
次　
　
　
　

３
番
員　

松
田
智
彦

 

（
敬
称
略
）

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９
月
21

日
（
金
）
～
30
日
（
日
）
ま
で
の
間
、

実
施
さ
れ
ま
す
。
歩
行
者
は
慣
れ
た
道

だ
と
油
断
せ
ず
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か

り
守
り
、
車
両
の
運
転
手
は
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
と

ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
円
滑
・
快

適
な
交
通
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ゲ
ー
ム
機
や
ア
プ
リ
で
犯
罪
被
害

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
可
能
な
ゲ
ー

ム
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ゲ
ー
ム
ア

プ
リ
を
悪
用
し
た
犯
罪
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
見
知
ら
ぬ
人
と
知
り
合
え
る

ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
被
害
に
遭
っ
た
中
学
生
・
高

校
生
も
い
ま
す
。
親
子
み
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
上
半
期
の
特
殊
詐
欺
被
害
状
況

　

平
成
30
年
上
半
期
（
１
～
６
月
）
に
お
け
る
京
都
府
内

の
特
殊
詐
欺
被
害
は
１
４
２
件
（
前
年
比

－

11
件
）
と
多

発
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
架
空
請
求
と
息
子
等
の
親
族
を

騙
っ
た
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
被
害
者
の
多
く
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。
身
近
な
高
齢
者
の
方
に
声
を
掛
け
、
み
ん
な

で
被
害
抑
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

平
成
30
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
周
り
見
る

　
　
　

心
の
余
裕
が

�

　

事
故
防
止
」

　

９
月
21
日
（
金
）
～
30
日
（
日
）
は
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

運
動
重
点

◇ 

子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者

の
交
通
事
故
防
止

◇ 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通

事
故
防
止

 

◇ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

◇
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

運
動
期
間
中
の
み
で
な
く
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

笠
置
町
で
は
９
月
21
日
（
金
）、
午
前
７
時
10
分
～
８

時
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
前
と
ロ
ー
ソ
ン
笠
置
切
山
店
前
に

て
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　

和
束
町
で
は
９
月
21
日
（
金
）、
午
前
７
時
30
分
～
８

時
ま
で
、
和
束
町
白
栖
橋
前
交
差
点
付
近
で
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

南
山
城
村
で
は
９
月
21
日
（
金
）、
午
前
７
時
～
８
時

ま
で
、
Ｊ
Ｒ
大
河
原
駅
・
月
ヶ
瀬
口
駅
・
田
山
宮
ノ
前
バ

ス
停
前
・
南
山
城
小
学
校
前
交
差
点
・
月
ヶ
瀬
Ｎ
Ｔ
ロ
ー

タ
リ
ー
に
て
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発
活
動

を
お
こ
な
い
ま
す
。

主
催　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

　
　
　

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　

和
束
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　

南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

奨励賞受賞の和束町消防団
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講

　座

実
施
日　

９
月
13
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
9₅
・
２
７
２
６

実
施
日　

９
月
21
日
（
金
）

時　

間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

G
arden C

afe m
im

（
南
山
城
村
）

※
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
迎
あ
り

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上

の
方

定　

員　

先
着
10
名

参
加
費　

無
料
（
※
飲
物
代
は
個
人
負
担
）

申
込
受
付　

９
月
５
日
（
水
）
～
20
日
（
木
）

※
月
・
火
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₈
・
４
０
１
３

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

『
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』（
３
町
村
）

催

　し

日　

時　

９
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

10
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

２
回
と
も
午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
（
受
付
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
）

会　

場　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

京
都
府
委
託
南
部
難
聴
幼
児
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
「
に
じ
っ
こ･

城
陽
」

笠置町水道メーター検針員を引き続き募集しています　広報れんけい 2018 年３月号に掲載しました笠置町水道メーター検針員の募集に
つきまして、応募期限を延長して募集を継続いたします。興味のある方はぜひご一報ください。
問合せ　笠置町建設産業課　☎ 0743・95・2301（代表）

日　

時　

９
月
５
日
（
水
）
～
23
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

₈₆･

５
１
９
９

　
　
　
　
FAX

０
７
７
４･

₈₆･

５
５
８
９

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

巡
回
展
「
発
掘
さ
れ
た
京
都
の
歴
史
２
０
１
８
」

実
施
日　

９
月
28
日
（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館 

や

ま
な
み
ホ
ー
ル 
和
室

講　

師　

 

大
橋
純
子
さ
ん
（
着
付
け
師 

１
級 

和
装
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

女
性
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

 

足
袋
・
裾
よ
け
・
肌
襦
袢
ま
た
は
和

装
肌
着
ワ
ン
ピ
ー
ス
・
腰
ひ
も
５
本
・

伊
達
締
２
本
・
襟
芯
１
本
・
半
襟
の

付
い
た
長
襦
袢
・
着
物
・
名
古
屋
帯
・

帯
揚
げ
・
帯
締
め
・
帯
枕
・
前
板
・

洗
濯
バ
サ
ミ
１
個
、
お
持
ち
の
方
は

補
正
道
具

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

９
月
10
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₈
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

10
月
４
日
（
木
）

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

　
　
　
　
（
い
こ
い
の
館
隣
接
）

講　

師　

橋
本 

修
さ
ん
（
井
手
町　

六
臂
窯
）

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

 

６
０
０
円
（
講
習
料
１
０
０
円
＋
材

実
施
日　

10
月
14
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

出　

演　

ス
タ
ジ
オ
「
ぼ
く
と
き
み
。」

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
の
０
歳
児
か
ら
低
学
年

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
30
名

申
込
受
付　

９
月
25
日
（
火
）
～
10
月
12
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

女
性
学
講
座

『
着
付
け
体
験
教
室
』（
３
町
村
）

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
蕎
麦
打
ち
体
験
教
室
』（
３
町
村
）

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業

『
あ
そ
び
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
』（
３
町
村
）

料
費
５
０
０
円
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、

タ
オ
ル

定　

員　

先
着
10
人

申
込
期
間　

９
月
18
日
（
火
）
～
28
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₈
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

９
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

19
日
（
水
）

時　

間　

 

午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

～
大
人
の
英
会
話
教
室
～

　

９
月
の
和
束
教
室
は
都
合
に
よ
り
休
室
し
ま

す
。

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』（
南
山
城
村
）

分

（
３
町
村
）

日　

時　

９
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー　

２
階

テ
ー
マ　

 「
和
束
町
史
編
さ
ん
資
料
の
目
録
作

成
の
方
法
を
知
ろ
う
」　

内　

容

　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
和
束
町
に
関
わ

る
歴
史
資
料
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
方
々
か
ら
資

料
（
古
文
書
等
）
を
お
借
り
し
て
調
査
、
整
理
、

分
類
し
て
目
録
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
目
録
を

和
束
町
史
編
さ
ん
室

『
資
料
撮
影
見
学
会
』

作
成
す
る
と
は
、
資
料
を
保
存
し
、
効
果
的
な

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
町
史

編
さ
ん
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
資

料
の
目
録
を
ど
の
よ
う
に
作
成
し
て
い
る
の

か
、
見
学
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ

る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主　

催　

和
束
町
史
編
さ
ん
室　

募
集
人
員　

先
着
20
人

　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
込
み　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₄
・
８
９
５
２

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₈
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



12

募

　集

募
集
種
目
及
び
試
験
期
日
等

募
集
種
目

受
付
期
間

試
験
期
日

資　

格

自衛官候補生

男子
年
間
を
通
じ

て
お
こ
な
っ

て
お
り
ま
す
。

受
付
時
に

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

※

18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
者

女子

防衛大学校学生

推薦

９月５日（水）～
９月７日（金）  　

９
月
22
日
（
土
）・　

　

23
日
（
日
祝
）

18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
者

高
卒
者
（
見
込
含
）

又
は
高
専
３
年
次

修
了
者
（
見
込
含
）

で
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
等
に

顕
著
な
実
績
を
修

め
、
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
者

総合選抜

１次
９
月
22
日
（
土
）

18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
者

（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）

高
卒
者
（
見
込
含
）

又
は
高
専
３
年
次

修
了
者
（
見
込
含
）

２次
10
月
27
日
（
土
）・

　
　

28
日
（
日
）

平
成
₃₀
年
度
自
衛
隊
員
募
集

日　

時　

10
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
２

　
　
　
　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血
法

　
　
　
　

 

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
用
方
法
。

対
象
者　

 

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
・
南

山
城
村
に
在
住
ま
た
は
、
勤
務
者

　
　
　
　
（
原
則
、
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。）

定　

員　

先
着
30
人

　
　
　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

９
月
３
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₅
・
１
３
８
２

普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 30 年６月受付）
　氏　名：匿名希望　住　所：三重県伊賀市　寄付金額：20,000 円　　
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

日　

時　

共
通
講
座

　
　
　
　

10
月
11
日
（
木
）・
25
日
（
木
）、

　
　
　
　

11
月
８
日
（
木
）・
22
日
（
木
）

　
　
　
　

手
書
き
コ
ー
ス

　
　
　
　

12
月
６
日
（
木
）、
１
月
31
日
（
木
）、

　
　
　
　

２
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
　
　
　

12
月
20
日
（
木
）、
１
月
24
日
（
木
）、

　
　
　
　

２
月
14
日
（
木
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

受
講
資
格　

 

前
期
受
講
後
、
引
き
続
き
後
期
講
座

を
受
講
、
終
了
後
は
京
都
府
に
登

録
し
活
動
可
能
な
者
。
な
お
、
パ

ソ
コ
ン
コ
ー
ス
希
望
の
場
合
は
、
実

技
の
講
座
に
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（W
indow

s7

以
上
）
を
持
参
し
、

入
力
速
度
が
お
お
む
ね
70
字
／
分
以

上
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作
の
出

来
る
者

受
講
料　

無
料

※ 

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
３
６
０
０
円
な
ら
び
に

教
材
等
一
部
自
己
負
担
あ
り

申
込
期
間　

 

９
月
１
日
（
土
）
～
25
日
（
火
）
ま

で
に
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
連

絡
先
を
明
記
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ

キ
に
て
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
後

日
、
事
務
局
よ
り
受
講
票
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

〒
６
１
０ｰ

０
１
２
１　

　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー 

京
都
府
要

約
筆
記
者
養
成
講
座
事
務
局

　

☎
０
７
７
４
・
₃₀
・
９
０
０
０
（
代
表
）

　
FAX

０
７
７
４
・
₅₅
・
７
７
０
８

要
約
筆
記
者（
パ
ソ
コ
ン
・
手
書
き
）

養
成
講
座
受
講
者
募
集

防衛大学校学生

一般

９月５日（水）～
９月 28 日（金）

１次
11
月
３
日
（
土
祝
）

　
　

４
日
（
日
）

18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
者

（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）

高
卒
者
（
見
込
含
）

又
は
高
専
３
年
次

修
了
者
（
見
込
含
）

２次
12
月
11
日
（
火
）

　

～
15
日
（
土
）

防衛医科大学校
医学科学生

９月５日（水）～
９月 28 日（金）

１次
10
月
27
日
（
土
）

　
　

28
日
（
日
）

18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
者

高
卒
者
（
見
込
含
）

又
は
高
専
３
年
次

修
了
者
（
見
込
含
）

高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
者

２次
12
月
12
日
（
水
）

　

～
14
日
（
金
）

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

９月５日（水）～
９月 28 日（金）

１次
10
月
20
日
（
土
）

２次
12
月
１
日
（
土
）・

　
　

２
日
（
日
）

※ 

平
成
31
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は

中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
採
用
試
験

は
、
原
則
と
し
て
平
成
30
年
９
月
17
日
以
降

お
こ
な
い
ま
す
。

受
付
及
び
問
合
せ
先

（
１
）　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　

☎
０
７
５･

８
０
３･

０
８
２
１

（
２
）　

宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71ｰ

５

　
　
　

Ｓ.

Ｃ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ 

２
０
２
号
室

　
　
　

☎
０
７
７
４･

₄₄･

７
１
３
９

（
３
）　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　

相
楽
郡
笠
置
町
西
通
90ｰ

１

　
　
　

☎
０
７
４
３･

9₅･

２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　

和
束
町
総
務
課

　
　
　

相
楽
郡
和
束
町
釜
塚
生
水
14ｰ

２

　
　
　

☎
０
７
７
４･

7₈･

３
０
０
１
（
直
通
）

　
　
　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　

相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
久
保
14ｰ

１

　
　
　

☎
０
７
４
３･
9₃･

０
１
０
２
（
直
通
）

（
４
）　

そ
の
他

　
　
　

 

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
い

て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

日　

時　

10
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　

※ 

終
了
後
午
後
１
時
ま
で
試
飲
会

（
伊
根
町
・
向
井
酒
造
）

会　

場　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

講　

師　

 

吉
田
類
さ
ん
（
酒
場
詩
人
・
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
）

定　

員　

１
０
０
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

厚
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

受　

付　

 

９
月
３
日
（
月
）
午
前
９
時
～
21
日

（
金
）
午
後
５
時　

※
先
着
順

問
合
せ

　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　

☎
０
７
５
・
４
１
１
・
０
０
８
１

　
HPhttp://w

w
w

.kyoto-koseikai.or.jp

吉
田
類
さ
ん
の
講
演
会

対
象
者

・
聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も
と
そ
の
ご
家
族

・ 
子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
ご

家
族

・
聞
こ
え
に
く
い
両
親
や
聞
こ
え
る
兄
弟

参
加
費　

 

無
料
（
材
料
費
な
ど
が
か
か
る
場
合

は
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。）

申
込
方
法　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
・
お
子
さ
ん
の
年
齢
・
聞
こ

え
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ･

申
込
先

　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　

担
当 

安
井
・
乾　
　
　

　

〒
６
１
０ｰ

０
１
２
１

　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　

☎
０
７
７
４
・
3₀
・
９
０
０
０

　
FAX

０
７
７
４
・
₅₅
・
７
７
０
８
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相

　談

実
施
日　

９
月
18
日（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
9₅
・
２
３
０
１
（
代
表
）

実
施
日　

９
月
20
日（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階 

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₈
・
３
０
０
１
（
直
通
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

９
月
27
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₈
・
３
４
８
８

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

９
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

９
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

日　

時　

９
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時
ま
で

　
　
　
　
（
個
別
相
談
・
時
間
予
約
制
）

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

内　

容　

 

専
門
医
に
よ
る
病
気
や
療
養
生
活
等

に
つ
い
て
の
個
別
相
談

対
象
者　

 

膠
原
病
患
者
（
疑
い
の
あ
る
者
を
含

む
）
と
そ
の
家
族

【
対
象
疾
患
】

　

 

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
・
強
皮
症
・
皮

膚
筋
炎
・
多
発
性
筋
炎
・
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
・

高
安
動
脈
炎
・
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
・
結
節

性
多
発
動
脈
炎
・
混
合
性
結
合
組
織
病
・
多

発
血
管
炎
肉
芽
腫
症
・
バ
ー
ジ
ャ
ー
病

定　

員　

５
人

参
加
費　

無
料

担
当
医
師　

 

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

免
疫
・

膠
原
病
内
科 

大
村
浩
一
郎
医
師

申
込
期
限　

９
月
10
日
（
月
）
ま
で
（
要
予
約
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

京
都
府
山
城
南
保
健
所
保
健
室

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
９
８
１

平
成
₃₀
年
度
膠こ

う
げ
ん原
病
専
門
医
相
談

実
施
日

場　

所

９
月
11
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

28
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
9₅
・
２
３
０
１
（
代
表
）

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

９
月
19
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

21
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４�

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

日　

時 

９
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

木
津
川
市
木
津
駅
前
１ｰ

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

　
　
　
　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

費　

用　

無
料 

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₁
・
０
７
０
１

　
　
　
　

�

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

９
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　

所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　

 （
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時

間
程
度
）

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
９
月
19
日

（
水
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
合
せ

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

☎�

０
７
７
４
・
7₅
・
２
０
３
０

　
　
　
　
FAX�

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

き
こ
え
の
相
談
会

そ
の
他

自
転
車
保
険
加
入
が
義
務
に

な
っ
て
い
ま
す

　

自
転
車
は
法
律
上
の
車
両
で
す
。
事
故
を
起

こ
し
た
場
合
に
は
賠
償
責
任
が
伴
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
全
て
の
人
の
責

任
で
す
。
万
が
一
に
備
え
て
、
自
転
車
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◇
自
転
車
利
用
者
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
個
人
賠
償
責
任
保

険
等
加
入
が
義
務
に
な
り
ま
し
た
。

・ 

利
用
者
各
人
（
※
１
）
が
日
常
生
活
（
※
２
）

で
自
転
車
を
利
用
し
て
、
他
人
に
怪
我
な
ど

を
さ
せ
た
場
合
に
補
償
す
る
保
険
で
す
。

※
１ 

未
成
年
者
が
自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
は

保
護
者
が
加
入

※
２ 

業
務
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
対
象
外

◇
条
例
で
定
め
る
保
険
と
は

　

自
転
車
を
利
用
す
る
者
が
そ
の
利
用
に
よ
り

交
通
事
故
を
起
こ
し
て
他
人
の
生
命
ま
た
は
身

体
を
害
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
を
賠
償
す
る

保
険
ま
た
は
共
済
を
い
い
ま
す
。

◇
自
転
車
小
売
等
業
者

　

業
者
に
は
保
険
加
入
確
認
等
の
努
力
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

 

き
ょ
う
と
自
転
車
保
険
専
用
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。）

　

☎
０
５
７
０
・
０
０
１
・
３
８
２

受
付
時
間　

 

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

※ 

Ｉ
Ｐ
電
話
や
一
部
携
帯
電
話
を
ご
使
用
の
場

合
、
つ
な
が
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
と
き
は

　

 

☎
０
１
８
・
８
０
３
・
７
７
６
５
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。
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日　時　10 月 14 日（日）午後３時から（30 分前開場）
入場料　一般　500 円、3 歳～高校生　300 円、
　　　　親子ペア 600 円（※未就学児 / 無料）
会　場　南山城村文化会館　やまなみホール
チケット販売・問合せ　南山城村文化会館　やまなみホール
　　　　　　　　　　　☎ 0743･93･0560

やまなみコンサートVol.8
～ホルンの音色がつつみこむ　やまなみの世界～
日　時　９月 24 日（月・祝）午後３時開演（午後２時 30 分開場）
場　所　南山城村文化会館 やまなみホール ロビー
入場料　500 円（中学生以下無料）
《プログラム》森 隆一郎／組曲「でんでんむし」９つのお話
　　　　　　　R. ロジャース／「サウンド・オブ・ミュージック」より
 ・・・ほか
《出　　　演》関西ホルンアンサンブル
　　　　　　　辻 浩二／林田優惟／松下あや香／野原さき保
主催／問合せ
　南山城村文化会館　やまなみホール　
　☎ 0743・93・0560

やまなみキネマ ･アニメーション

平成 31年�成人式のご案内

上映会「KUBO/クボ�～二本の弦の秘密～�」
　三味線を使って折り紙に命を吹き込む
力を持つ少年・クボ。母が残した言葉を
たよりに、仲間と共に旅に出たクボを待
ち受ける試練とは ?! 世界が絶賛 !! 古き日
本を舞台に贈る、圧巻のストップモーショ
ン絵巻 !!（日本語吹き替え版のみ上映） © 2016 TWO STRINGS, LLC. All Rights Reserved.

上映時間

102 分

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

募
集
に
つ
い
て
（
笠
置
町
）

　

笠
置
町
全
域
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
数　

２
人

　
　
　
　

（ 

応
募
者
が
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
、
予
告

な
く
募
集
を
打
ち
切
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

す
。
予
め
ご
了
承
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

業
務
内
容　

 

携
帯
用
端
末
（
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
を

用
い
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務
。
笠

置
町
給
水
条
例
に
基
づ
き
、
委
託
契
約
と
し

て
作
業
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
※
委

託
契
約
の
た
め
、
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
は

無
し
。

委
託
期
間　

採
用
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
（
以
後
、
年
度
毎
に
更
新
）

委
託
料　

検
針
１
件
あ
た
り　

１
０
０
円

応
募
資
格

１
．
笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
の
い
ず
れ
か
に
住
所

を
有
し
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

２
．
委
託
契
約
時
に
満
70
歳
未
満
の
方

３
．
普
通
自
動
車
免
許
又
は
原
動
機
付
自
転
車
免
許
等
を

有
し
、
自
家
用
車
で
検
針
可
能
な
方

応
募
方
法　

 

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
り
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
笠
置
町
建
設
産
業
課
ま
で
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

 

平
成
31
年
２
月
12
日
（
火
）
必
着
（
応
募
者

が
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
、
予
告
な
く
募

集
を
打
ち
切
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め

ご
了
承
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

選
考
方
法　

書
類
審
査
及
び
面
接

面
接
日
時　

対
象
者
に
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
建
設
産
業
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
9₅
・
２
３
０
１
（
代
表
）

体育大会・運動会のご案内

問合せ　教育委員会 ☎0774・78・4335　笠置町分室 ☎0743・95・2726　南山城村分室 ☎0743・93・0580

■９月 15日（土）　午前９時～（雨天翌日順延）
　笠置中学校・和束中学校

■９月 29日（土）　午前９時～（雨天翌日順延）
　笠置小学校・和束小学校・南山城小学校

みんなで応援に　
きてね☆

みんなで応援に　

　平成 31 年成人式を下記のとおり挙行いたします。対象者には、後日案内を送付します。

　※以前３町村に在住していた方で、参加を希望される方は教育委員会までご連絡ください。

日時　平成 31年１月 14日（月・祝）午後０時 45分～（受付は午後０時～）

場所　南山城村文化会館　やまなみホール

対象　平成 10年４月２日～平成 11年４月１日生まれの３町村在住者
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今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書

ウォーターゲーム 吉田修一

くわえ煙草とカレーライス 片岡義男

エンディングドレス 蛭田亜紗子

児童書

妖精のメロンパン 斉藤栄美

こんぴら狗 今井恭子

プログラミングで
なにができる？ 杉浦学

和 束 町

一般書

ラブという薬 いとうせいこう

未来 湊かなえ

わたしの本の空白は 近藤史恵

児童書

こわめっこしましょ tupera tupera

ちびちっち ステファニー・ブレイク

大坂おなら草紙 谷口雅美

南山城村

一般書

家の中のすごい生きもの図鑑 久留飛克明

青くて痛くて脆い 住野よる

牛天神 山本一力

児童書

さよなら　ともだち 内田麟太郎

ほうれんそうは　ないてます 鎌田實

世界のくるま図鑑 2500 スタジオタックク
リエイティブ　編

「
訪
問
販
売
の
勧
誘
に
ご
注
意
！
」

 

〜
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
〜

Ⓠ 
５
日
前
、
事
業
者
か
ら
突
然

電
話
が
あ
り
、
１
０
０
０
円
で
布

団
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
と

い
う
の
で
頼
む
こ
と
に
し
た
。
翌

日
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
も
ら

い
代
金
を
支
払
っ
た
が
、
昨
日
、

再
度
訪
問
し
て
き
て
、
新
し
い
布

団
を
購
入
し
な
い
か
と
い
わ
れ
、

そ
の
気
に
な
っ
て
契
約
し
て
し

ま
っ
た
が
、
高
額
な
の
で
や
め
た

い
。 

（
70
歳
代　

女
性
）

Ⓐ 

相
談
の
事
例
は
、
不
意
打
ち

性
の
あ
る
訪
問
販
売
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
。た
と
え
契
約
し
て
も
、

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
無

条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
は
、
消
費

者
に
冷
静
に
考
え
て
も
ら
う
た
め

の
も
の
で
、
特
徴
は
次
の
と
お
り

で
す
。
①
書
面
を
出
し
た
時
点
で

契
約
が
解
除
②
支
払
い
済
み
の
代

金
は
全
額
返
金
③
商
品
を
受
け

取
っ
て
い
る
場
合
は
事
業
者
負
担

で
返
品
可
能
④
サ
ー
ビ
ス
が
す
で

に
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
も
代
金

を
支
払
う
必
要
な
し
な
ど
、
消
費

者
の
強
い
味
方
で
す
。
こ
の
事
例

で
は
、
相
談
者
に
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
通
知
の
書
き
方
を
説
明
し
、

そ
の
場
で
記
入
、
そ
の
日
の
う
ち

に
ハ
ガ
キ
を
投
函
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
契

約
し
た
か
ら
、
商
品
が
届
い
た
か

ら
と
あ
き
ら
め
ず
、
対
応
に
困
っ

た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
又
は
来
所
）

　

�

☎
０
７
７
４
・
₇2
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
※
平
成
30
年
４
月
か
ら
相
談
時
間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
₁₅
相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総

合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５･

２
５
７･

９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内

　日　時　9月23日（日）午前10時30分～

　場　所　和束町体験交流センター１階ホール

★ Pick UP ★

「家の中のすごい生きもの図鑑」
久留飛　克明 著

　外壁や軒下にいるニホンヤモリ、

ベランダにいるハシブトガラス、庭

にいるクマバチ…。最も身近にいな

がら、意外と知らない家の中にすむ

奇妙な生きものたち全 64 種が、自

らの暮らしぶりを語る。彼らとの付

き合いもわかる本。

☆3町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室…………… ☎ 0743・95・2726

和束町体験交流センター図書室…… ☎ 0774・78・4013

南山城村図書室……………………… ☎ 0743・93・0522

図書室
　だよ

り



環 境

ベストショット今月の

３町村人口 人口・世帯数（平成30年８月１日現在）

笠　置　町● ●

人　口　1,348 人 （減 8）
世帯数　　640 世帯（減 4）

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

和　束　町● ●

〒619-1212 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

南山城村● ●

人　口　2,771 人 （減 8）
世帯数　1,240 世帯（減 1）

人　口　3,999 人 （減 3）
世帯数　1,711 世帯（増 1）

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

～笠置夏まつり～

　８月４日（土）に第30回笠置夏まつりが開かれました。焼きそばや、
フランクフルト等の約20点もの出店が夕暮れ時の笠置駅前を賑わせ、
親子連れやカップルなど、多くの人が楽しそうに行き来していました。
　フィナーレを飾る花火大会では、例年よりも多い1800発の花火が
打ちあがり、その鮮やかさと山間に響く轟音で、見る者、聞く者を魅
了させました。
　夏まつりには、笠やんも登場し、子どもたちは大喜びで笠やんにさ
わったり、記念写真を撮ってもらっていました。来年の開催がすでに
待ち遠しい30回記念にふさわしい夏まつりでした。

笠置町

笠やんと花火　撮影者：永田一貴

ペットボトル

ペットボトルの出し方ペットボトルの出し方

●ペットボトル収集日

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課
和束町農村振興課

南山城村産業生活課
相楽東部クリーンセンター

☎ 0743･95･2301（代表）
☎ 0774･78･3008（直通）

☎ 0743･93･0105（直通）
☎ 0774･78･4153

笠 置 町　毎月　第 1　火曜日の翌日
和 束 町　毎月　第 2　火曜日
南山城村　毎月　第 4　月曜日

出せるもの（一例）：ジュースのペットボトル・しょうゆのペットボトル
出せないもの（一例）：ソースや食用油の容器・塩化ビニールで作られた容器等・ 
ペットボトルマークのついていないものはプラスチック製容器包装に出してく
ださい。

出す時の注意
●出すときは袋などに入れずステーションに設置してあるペットボトル専用袋に
入れてください。

●PETのマークが付いているものを出してください。
●中身を全部取り除き水洗いしてください。
●キャップとラベルは外してプラスチック製容器包装として出してください。
●たばこの吸殻や灰を入れたペットボトルは出さないでください。
●処理方法の関係上、ペットボトルはつぶさずに出してください。

中身を全部取り除き
水洗いしてください。 キャップを取り外し、

プラスチック製のも
のはプラスチック類、
金属製のものはカン
などの金属類として
出してください。

ラベルを取り外して
ください。
※ラベルはプラスチックごみです。

袋などに入れずに
ペットボトル専用収集袋に
そのまま入れてください。

このマーク表示の
あるものだけ収集
します。

広
報
れ
ん
け
い

2
0
1
8
．9
　
N
o.1
5
0

編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619

-1205　
京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番
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印刷所　株式会社　昭文社
　　　　〒630－8031　奈良市柏木町176－1
　　　　TEL：0742－34－2161　FAX：0742－34－2196


